
2. 正定値カーネルと再生核ヒルベルト空間
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2.1 正定値カーネル



2.1.1 定義と基本的性質

• 実数値の正定値カーネルの定義

という上の）正定値カーネル（

を

条件を満たすカーネルのを集合とするとき、次
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• つまり次の対称行列（グラム行列）が半正定
値であること
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• 複素数値の正定値カーネルの定義

ーネルであるとは（複素数値）正定値カ
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• 定義からわかる性質

上の正定値カーネルへの制限はのに対し、の任意の部分集合

に対し以下が成り立つ上の正定値カーネル　集合命題

YYYkYX
Xyxyykxxkyxk

Xxxxk

kX

×

∈∀≤

∈∀≥

)3(

),(),(),(),()2(

)(0),()1(

2.1

2

れるカーネルは正定値このとき以下で定義さ

正定値カーネルとする複素数値上のを集合　　命題 )(,2.2 21 Xkk …

)(),(lim))(3(
)),(),(())(2(

)0,())(1(

2121

21

極限の存在を仮定する極限
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積というのと

により定まる行列をに対し、と行列つの　　定義
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る積もまた半正定値であその

行列とするとき、　を半正定値なと　　補題

Hadamard
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は正定値であるで定まるカーネル

このとき、

を任意の関数とするし、上の正定値カーネルとを

値カーネルである非負の定数関数は正定

　命題
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ある上の正定値カーネルでは

が与えられたとき、

写像

を持つ内積空間とするを内積　命題
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2.1.2 正定値カーネルの例

例を示す上の正定値カーネルの次元ユークリッド空間以下に mm RRRR
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